
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
本校の正面玄関に掲げられた「開校宣言」。 

 この間、教育関係の皆様、保護者・地域の皆さ
まの深いご理解とご尽力に支えられ、10年の時
を刻み今年度で開校 11年目を迎えます。 
そこで、学園独自に「記念行事」を開催するこ

とにしました。現在、「1０周年＋１（プラスワ
ン）」と名づけ、小中合同の委員会活動で具体的
な内容を練っています（下表をご覧ください）。 
また、今年度から東峰学園文化祭（東峰村子

ども文化祭を兼ねる）を行うこととしました。
この文化祭のプログラムにも「1０周年＋１（プ
ラスワン）」の記念行事を行う予定です。現在、
「記念 Tシャツ」の製作に取り組んでいます。 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

子どもから緊急事態宣言の発令に伴い運動会 

 

 

 

 

 

 

 

 田んぼの真ん中に「守護神」登場。 
 ７年生が育てている稲田に案山子が登場しま
した。これは、５年生が総合的な学習の時間で
取組む稲作のテーマ「マイ米大作戦 2021」の
一環として制作したものです。 
 見る者をホッとさせる案山子の表情や服装
は、思わず時間を忘れて見とれてしまいます。 
 間もなく稲の取入れが始まります。それまで
の間、「守護神」として大切な稲田を護ってくれ
ることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東峰学園通信 

キラリ 

令和３年９月２８日 

第 ６ 号 

文責：東峰村立東峰学園 

校長 梶原 秀昭 

開校「10周年＋１」プロジェクト始動 

 
 
 
 
 東峰学園の子どもたちが心を一つにして臨んだ運動会。演技を終えた子どもたちの顔は、やり遂
げた充実感とご家族からの温かい励ましの拍手に達成感を感じていました。当日は、半日足らずの
開催でしたが、子どもたちにとって大きな意味のある運動会でした。 
度重なる緊急事態宣言と気を抜くことのできない毎日の感染症対策の中で、子どもたちは、目に
は見えない閉塞感と緊張感を抱え続けてきたのではないかと思います。しかし、子どもたちは、目
標を持ち、その目標を実現するためにきつい練習に向き合い、努力し、困難を乗り越えてきまし
た。その結果、成長の階段を何段も駆け上がることができたと思います。 
 「比べるのは 昨日の自分」。大切なことは、自分にできること、がんばればできそうなことを
一日一日、少しずつ積み重ねることです。「どうせ自分は…」とあきらめてはなりません。比べる
のは、人ではなく、自分です。昨日の自分より少しできるような努力を続けてほしいと願っていま
す。私たち大人も、子どもたちの「昨日よりできるようになったこと」を探し、認め、一緒に成長
していくことができれば、とても素敵なことではないでしょうか。 

「比べるのは 昨日の自分」 

田んぼの「守護神」 登場‼ プラス ワン 
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   たのんだよ！守護神！ 出番を待つ守護神・学園案山子 

 
 

 
台風一過の秋晴れの下、第 11回運動会を

無事に開催することができました。子どもた
ちは、この日のために練習を積み重ね披露す
ることができ、大きな 
充実感を味わうことがで 
きました。 
皆様の温かな応援と励 

ましに感謝します。 

温かな応援と励ましに感謝！ 

 

●文化委員会…全体企画、記念 Tシャツ企画 
●生活委員会…プログラムパンフレット企画 
●生徒会・運営委員会…災害時に支援してい
ただいたソフトバンクの選手へのお礼企画 
●図書委員会…文化祭クラス CM企画 
●環境委員会…ウエルカムボード作製企画 
●健康体育委員会…ドローンによる記念撮影
の企画 


